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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 24年 9月 7日に公表いたしました平成 25年 7月期（平成 24年 8月１

日～平成 25年 7月 31日）の通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

 

平成 25年 7月期 通期連結業績予想数値の修正 

(平成 24年 8月 1日～平成 25年 7月 31日) 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想(A) 1,450   9  10  1 10. 31  

今回修正予想(B） 1,376 △83 26 2 27. 47  

増 減 額(B－A) △74 △92 16 1 ― 

増 減 率 (％) △5.0 ― 168.5 163.4 ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 24年 7月期） 1,434 △141 △140 △226 △2,334. 21  

 

２．修正の理由  

 

当社は、第１四半期連結累計期間より、報告セグメントを「法人事業」及び「コンシューマー事業」

に区分を変更しております。売上高については、主に法人事業において企業向けシステムコンサルテ

ィング事業の売上が安定的に推移したことにより、当初目標に近い結果を確保することができました。

一方で、世界的な市場トレンドとして、従来型携帯電話からスマートフォンへの移行が急速に進んで

いることにより、主にコンシューマー事業において、有料コンテンツ配信サービスの利用会員が減少

し、あわせて、従来型携帯電話向けアプリケーションソフトウェアのライセンス販売が減少したこと

から、営業利益については、当初目標より大幅に減少する見通しとなりました。また、本年は、為替

レートの大幅な変動により当社保有の投資有価証券の一部に複合金融商品評価益が発生し、あわせて、

投資有価証券の一部を売却したことにより投資有価証券売却益を計上することとなったことから経

常利益、当期純利益については、当初目標を大幅に上回る見通しとなりました。その結果、連結経営

成績における営業利益、経常利益、および当期純利益において、増減の発生する見込みとなったこと

から上記の修正を行うものです。 

 

以上 


